
税務課からのお知らせ
幼保一元化施設の開園に向けて
移住・定住施策の取り組みの紹介　
家庭ごみの処理について
上下水道の今後の在るべき姿を
部落解放研究集会を開催しました
レジ袋が有料になります

w a k a s a  2 0 1 2

　第４回わかさ清流まつり「ニジマス釣り大会」が屋堂羅橋下
の八東川で開催されました。
　当日は雲一つ無い晴天に恵まれ、200名以上の方々が参加され
ました。参加者にはマスの塩焼きが振る舞われたり、子どもた
ちのマスつかみどり大会などのイベントで盛り上がりました。

子ども
達の歓

声に

マスも
びっく

り !!

w a k a s a  2 0 1 2

第４回わかさ清流まつり
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☎
お問い合わせ先

税務課
（８２）２２３４
ＩＰ（９８２）２２３４

からのお知らせ

家
屋
を
新
築（
増
改
築
）・

　
　

   

取
り
壊
し
さ
れ
た
方
へ

家
屋
を
取
り
壊
し
さ
れ
た
場
合

　

住
宅
ま
た
は
車
庫
・
倉
庫
な
ど
の
課
税
さ

れ
て
い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、「
家

屋
滅
失
届
」
を
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
年
内
に
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
そ
の
翌
年
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い

る
家
屋
は
滅
失
登
記
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ

の
敷
地
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
「
住
宅

用
地
の
軽
減
措
置
」
が
な
く
な
り
、
翌
年
か

ら
通
常
（
軽
減
な
し
）
の
税
額
に
変
更
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
や
省
エ
ネ
改
修

を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産
税
の
減
額

措
置
が
あ
り
ま
す

◎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
を
行
い
、
以
下
の
要
件
を
満

た
す
住
宅
に
は
、
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
分

ま
で
を
限
度
と
し
て
、
翌
年
度
分
の
家
屋
の

固
定
資
産
税
額
が
３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
後
３
ヶ

月
以
内
に
役
場
税
務
課
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
減
額
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
・
工
事
費

の
要
件
〉

・
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
で
あ
る
こ
と

・
改
修
に
要
し
た
費
用
か
ら
補
助
金
な
ど
を
除

く
自
己
負
担
額
が
30
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

・
現
在
、
新
築
住
宅
軽
減
及
び
耐
震
改
修
に

伴
う
減
額
を
受
け
て
い
な
い
建
物
で
あ
る

こ
と

〈
居
住
者
の
要
件
〉

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
居
住
し

て
い
る
こ
と
。
①
65
才
以
上
の
方　

②
要
介

護
認
定
又
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方　

③

障
が
い
の
あ
る
方

〈
対
象
と
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
の
要
件
〉

①
廊
下
の
拡
幅　

②
階
段
の
勾
配
緩
和　

③

浴
室
の
改
良　

④
ト
イ
レ
の
改
良　

⑤
手
す

り
の
取
り
付
け　

⑥
床
の
段
差
解
消　

⑦
引

き
戸
へ
の
取
り
替
え　

⑧
床
の
滑
り
止
め　

〈
必
要
書
類
〉

 

・
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当
該
改
修
工

事
の
内
容
及
び
費
用
が
分
か
る
も
の
）

〈
減
額
の
適
用
範
囲
〉                                                             

床 

面 

積

減 

額 

率                             

１
戸
当
り
の
床
面
積

が
１
０
０
㎡
以
下
の

も
の  

当
該
家
屋
の
税
額
の

３
分
の
１

１
戸
当
り
の
床
面
積

が
１
０
０
㎡
以
上
の

も
の

 

当
該
家
屋
の
税
額
の

３
分
の
１
（
１
０
０

㎡
分
ま
で
）

◎
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
省
エ
ネ
改

修
工
事
を
行
い
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す

住
宅
に
は
、
１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
分
ま

で
を
限
度
と
し
て
、
翌
年
度
分
の
家
屋
の

固
定
資
産
税
額
が
３
分
の
１
減
額
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
改
修
後

３
ヶ
月
以
内
に
役
場
税
務
課
に
申
告
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
減
額
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
・
工

事
費
の
要
件
〉 

・
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ

れ
た
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
で

あ
る
こ
と

・
改
修
に
要
し
た
費
用
が
30
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

・
改
修
工
事
に
よ
り
改
修
を
し
た
部
位

が
新
た
に
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る

こ
と
に
な
る
も
の

〈
対
象
と
な
る
工
事
の
要
件
〉

・
平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に
行
わ

れ
、
窓
の
改
修
工
事
（
二
重
サ
ッ
シ

化
、
複
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）
又
は
こ

の
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
、
天
井
又

は
壁
の
断
熱
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と 

〈
必
要
書
類
〉

・
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書
（
建

築
士
・
指
定
確
認
検
査
機
関
ま
た
は

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が
発
行
し

た
も
の
）

・
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書
（
当
該
改

修
工
事
の
内
容
及
び
費
用
の
確
認
が

で
き
る
も
の
）

・
改
修
工
事
箇
所
の
図
面
・
写
真
な
ど

（
改
修
前
・
改
修
後
）

・
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支
払
っ

た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
）

平成24年９月 2

～
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
～

税 務課

　（円、％）

税　目
滞納繰越分 現年度分

収納率計
調定額 ( Ａ） 収納額 (B) 収納率 B/A 調定額 (C） 収納額 (D) 収納率 D/C

町県民税（個人） 1,902,030 604,900 31.80% 158,978,100 158,719,300 99.84% 99.03%

法人町民税 90,000 90,000 100.00% 13,412,800 13,412,800 100.00% 100.00%

固定資産税 10,198,170 1,025,443 10.06% 102,472,900 101,789,622 99.33% 91.25%

軽自動車税 220,000 95,200 43.27% 9,736,500 9,710,900 99.74% 98.49%

合　計 12,410,200 1,815,543 14.63% 284,600,300 283,632,622 99.66% 96.11%

国民健康保険税 18,833,780 4,082,882 21.68% 89,331,000 87,565,000 98.02% 84.73%

後期高齢保険料 － － － 29,988,200 29,988,200 100.00% 100.00%

介護保険料 491,272 236,171 48.07% 71,845,100 71,743,000 99.86% 99.51%

総合計 31,735,252 6,134,596 19.33% 475,764,600 472,928,822 99.40% 94.39%

平成23年度町税収納実績について
　平成23年度の町税収納実績をとりまとめました。若桜町は町県民税（個人）について滞納
繰越分と現年分をあわせた収納率の順位が県下19市町村中、第２位（平成21年度第２位、平
成22年度第１位）となりました。　※収納率としては３年連続向上。
　自主財源の確保と、税の負担の公平性を保つため収納率の向上に努めていきますので、今
後も町民の皆様のご協力をお願いいたします。

家
屋
を
新
築（
増
改
築
）さ
れ
た
場
合

　

１
月
２
日
以
降
に
家
屋
（
専
用
住
宅
）
ま

た
は
住
宅
以
外
の
家
屋
（
店
舗
・
倉
庫
な
ど
）

を
新
築
あ
る
い
は
増
・
改
築
を
さ
れ
る
と
、

そ
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

新
築
あ
る
い
は
増
・
改
築
を
さ
れ
た
場
合

は
、
役
場
税
務
課
に
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
税
務
課
の
職
員
が
家
屋
の
評
価

額
を
算
出
す
る
た
め
の
調
査
に
伺
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
以
外
の
家
屋
（
店
舗
・
倉
庫

な
ど
）
を
改
築
し
て
住
宅
用
に
用
途
を
変
更

し
た
場
合
は
、
そ
の
土
地
の
税
額
を
軽
減
す

る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
改
修
工
事
箇
所
の
写
真
（
改
修
前
・
改
修
後
）

 

・
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
を
支
払
っ
た
こ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
） 

 

・
改
修
工
事
の
費
用
に
充
て
る
た
め
に
交
付
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
の
決
定
通
知
書
の
写
し   

 

・
要
介
護
及
び
要
支
援
認
定
者 

… 

介
護
保

険
被
保
険
者
証
の
写
し 

 

・
障
が
い
の
あ
る
方 

… 

身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
の
写
し
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本
町
で
は
、
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る
人
の

受
入
体
制
を
整
え
、
人
口
増
加
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

　

都
会
か
ら
、
あ
る
い
は
町
外
か
ら
の
移
住
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
、
友
人
・
知
人
が
新
た
な

居
住
先
を
探
し
て
お
ら
れ
る
方
、
空
き
家
を
所

有
し
て
い
る
が
新
た
な
所
有
者
に
提
供
す
る
準

備
が
し
た
い
方
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

移
住
・
定
住
施
策
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す

移
住
・
定
住
施
策
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す

　

今
後
、
各
集
落
の
空
き
家
状
況
を
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
賃
貸
・
売
買
可
能
な
空
き

家
の
台
帳
を
作
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
自

治
会
長
を
は
じ
め
、
集
落
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課　

☎
（
82
）
２
２
３
１

　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
☎
９
（
82
）
２
２
３
１

  
  

若
桜
町
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
化
に

よ
り
、
公
立
若
桜
保
育
所
、
私
立
若
桜

幼
稚
園
の
両
施
設
に
お
け
る
子
ど
も
の
数

が
、
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
少
な
い
人
数
で
の
子
育

て
環
境
に
比
べ
、
同
じ
若
桜
町
の
子
ど
も

と
し
て
、
一
緒
に
子
育
て
・
教
育
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
ま
た
、
保
育
に

欠
け
る
・
欠
け
な
い
と
い
っ
た
家
庭
の
事

情
に
よ
ら
ず
、
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
の
受

け
入
れ
が
で
き
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、

保
育
所
機
能
と
幼
稚
園
機
能
を
併
せ
持
っ

た
「
こ
ど
も
園
」
の
開
園
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
も
、
保
育
所
機
能
と
幼
稚
園
機
能
を

併
せ
持
っ
た
「
こ
ど
も
園
」
の
開
園
を
推

進
し
て
お
り
、
若
桜
保
育
所
が
持
つ
良
い

  

幼
保
一
元
化
に
関
す
る
保
護
者
説
明
会

を
、
８
月
20
日
（
月
）、
若
桜
保
育
所
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
若
桜
保
育
所
、

若
桜
幼
稚
園
、
未
就
園
児
の
保
護
者
を
対

象
に
し
た
説
明
会
で
は
、
幼
保
一
元
化
施

設
「
こ
ど
も
園
」
の
開
園
が
必
要
な
理
由

や
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
だ
決
定
事
項
が
少

な
い
こ
と
も
あ
り
、
今
後
の
協
議
予
定
な

ど
に
つ
い
て
も
説
明
を
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
保
護
者
か
ら
、
多
く
の
質
問
や
意

見
、
要
望
な
ど
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

＊
今
後
も
、
協
議
内
容
等
に
つ
い
て
、
広

報
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
開
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

幼
保
一
元
化
施
設

「
こ
ど
も
園
」の
開
園
に
向
け
て

保護者説明会の様子

一
元
化
に
向
け
て

取
り
組
む
理
由

と
こ
ろ
や
、
若
桜
幼
稚
園
が
長
年
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
公
立
の
「
こ

ど
も
園
」
の
開
園
を
目
指
し
、
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

担
当

幼
保
一
元
化
検
討
委
員
会
事
務
局

（
役
場
町
民
福
祉
課
内
）

☎（
82
）２
２
３
３
・
２
２
３
２

Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）２
２
３
２   

保
護
者
説
明
会
を
開
催

こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
23
年

　
　８
月

　
　第
１
回

　若
桜
町
の
幼
児
保
育
・
幼
児
教
育
を
考
え
る
意
見
交
換
会
開
催

　
　12
月

　
　第
２
回

　若
桜
町
の
幼
児
保
育
・
幼
児
教
育
を
考
え
る
意
見
交
換
会
開
催

平
成
24
年

　
　２
月

　
　若
桜
町
幼
保
一
元
化
検
討
委
員
会
設
置

　
　２
月

　
　視
察
（
鳥
取
市
桜
谷

　さ
く
ら
幼
稚
園
・
さ
く
ら
保
育
園
）

　
　２
月

　
　視
察
（
鳥
取
市
鹿
野
町

　鳥
取
市
立
鹿
野
幼
児
セ
ン
タ
ー
こ
じ
か
園
）

　
　５
月

　
　第
１
回

　若
桜
町
幼
保
一
元
化
検
討
委
員
会
開
催

　
　６
月

　
　第
２
回

　若
桜
町
幼
保
一
元
化
検
討
委
員
会
開
催

　
　６
月

　
　ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
　７
月

　
　第
３
回

　若
桜
町
幼
保
一
元
化
検
討
委
員
会
開
催

　
　８
月

　
　若
桜
町
幼
保
一
元
化
に
関
す
る
保
護
者
説
明
会
開
催

若桜町空き家活用奨励金

　本町の空き家情報に登録済みの物件につ

いて移住定住希望者と売買または賃貸借契

約を結んだ当該物件所有者に対し、家財道

具等の撤去費用等の一部を助成します。

対象者：空き家所有者

補助額：10 万円（1物件に付き 1回に限る）

要　件：売買または賃貸借契約の相手と３

親等以内の間柄でない者　など

若桜町移住者住宅新築等事業補助金

　本町に移住する目的で本町に住宅を新

築、又は購入若しくは賃借し改修する者に

対し費用の一部を助成します。

対象者：移住希望者

補助額：対象費用の 1／ 2以内（上限 100

万円）

　　　　ただし、土地、備品等の購入費お

よび住宅の賃借料等は対象外。

要　件：本町に転入後、５年を越えて本町

に定住する者　など

若桜町空き家再生事業補助金

　本町内の自己所有物件を移住者に提供す

る目的でリフォームする空き家所有者に対

し費用の一部を助成します。

対象者：空き家所有者

補助額：対象費用の 1／ 2以内（上限 100

万円）

　　　　ただし、土地の整備や備品等の購

入費等は対象外。

要　件：改修事業について、町内施工業者

に発注する者　など

若桜町移住者受入促進奨励金

　本町に移住した者を積極的に受け入れよ

うとする自治会等に対し事業費用の一部を

助成する。

対象者：移住者を受け入れる自治会等

補助額：５万円（受入１件につき 1 回に限

る）

要　件：移住者の受入および溶け込み支援

事業を行うこと
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馬橋の堰
せき

に溜まっているごみ若桜宿内の水路に流されたごみ

　若桜宿内の水路に、空き缶や空き瓶、食料品のパック等の家庭ごみが流されていま
す。水路等へのごみの投棄は景観を損ね、環境への悪影響を及ぼし、付近の住民の方
に迷惑を掛けますので、絶対にやめてください。家庭から出たごみは、きちんと分別
し、決められたごみステーションに出しましょう。

家庭ごみの処理について
～ふる里の川を守りましょう～

平成24年９月 6

【
設
立
日
】
平
成
23
年
12
月
１
日

【
委　

員
】
10
名

【
任　

期
】
３
年
（
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
11
月
30
日
）

【
事
務
局
】
町
土
整
備
課

上
下
水
道
事
業
の
現
状

　

水
道
施
設
の
多
く
は
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
建
設
さ

れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
老
朽
化
し
、
更
新
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
過
疎
化
少
子
化
に
よ
る
使
用
料
収
入
の
減
額
や
、
建
設
業

に
携
わ
る
技
術
者
の
減
少
な
ど
、
当
町
に
お
け
る
上
下
水
道
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

  

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
し
つ
つ
、
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
向

上
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
を
着
実
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

上
下
水
道
事
業
経
営
懇
話
会
で
は
、
現
状
と
将
来
の
見
通
し
を
可

能
な
限
り
分
析
評
価
し
、
今
後
の
上
下
水
道
の
在
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
町
に
提
言
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

上
下
水
道
事
業
経
営
懇
話
会
の
議
題

①
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

②
経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

・
水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

　
　

・
施
設
の
更
新
と
長
寿
命
化
対
策
に

つ
い
て

　
　

・
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　

・
下
水
道
使
用
料
の
あ
り
方
に
つ
い

て

　
　

・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
策
に
つ
い
て

　
　

・
未
整
備
集
落
の
施
設
整
備
に
つ
い

て

現
在
の
状
況
に
つ
い
て

　

・
水
道
関
係
で
は
未
整
備
集
落
の
施
設

整
備
を
含
め
た
施
設
の
統
合
に
つ

い
て
協
議
、
検
討
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

・
下
水
道
関
係
で
は
使
用
料
収
入
で

施
設
の
維
持
管
理
経
費
を
賄
う
た

め
、
接
続
率
向
上
に
よ
り
使
用
料
収

入
の
増
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
現
在
の
接
続
率
74
・
８
％
）
そ
の

た
め
、
未
接
続
世
帯
へ
の
啓
発
を
目

的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を
提
案

し
ま
し
た
。

委
員
会
の
開
催
状
況

第
１
回　

平
成
23
年　

12
月
19
日
（
月
）

    

・
会
長
、
副
会
長
の
選
出

    

・
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

第
２
回　

平
成
24
年　

２
月
22
日
（
水
）

    

・
経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
３
回　

平
成
24
年　

５
月
29
日
（
水
）

    

・
経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
４
回　

平
成
24
年　

７
月
５
日
（
木
）

    

・
現
地
視
察
（
中
原
簡
水
、
大
野
簡
水
、
若
桜
簡
水
）

第
５
回　

平
成
24
年　

８
月
２
日
（
木
）

    

・
経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

    

・
水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

    

・
下
水
道
未
接
続
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

上
下
水
道
の
今
後
の
在
る
べ
き
姿
を

若
桜
町
上
下
水
道
事
業
経
営
懇
話
会

　

本
町
で
は
水
道
事
業･

下
水
道
事
業
に
関
す
る
重
要
な
事
項

に
つ
い
て
、
広
く
総
合
的
に
調
査･

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
本
懇
話
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

若桜簡水のろ過池及び
流量調整施設

中原簡水の取水口

      【
参
考
】

　

下
水
道
接
続
率
（
平
成
23
年
度
末
現
在
）

　

若
桜
処
理
区 

71
・
６
％

　

糸
白
見
中
央
地
区 

70
・
５
％

　

湯
原
中
央
地
区 

 

80
・
８
％

　

　
米
処
理
区 

55
・
６
％

　

吉
川
処
理
区 

89
・
４
％

　

池
田
中
央
処
理
区 

81
・
１
％

 

全
体　

74
・
８
％

　

防
犯
連
絡
所
の
制
度
は
、
私

た
ち
の
生
活
の
安
全
を
守
る
た

め
の
地
域
社
会
の
人
々
の
助
け

合
い
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

誰
も
が
無
関
心
で
は
、
自
分

の
家
庭
も
住
む
地
域
の
安
全
も

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
お

互
い
が
思
い
や
り
と
助
け
合
い

「
防
犯
連
絡
所
」を紹

介
し
ま
す

の
心
で
結
ば
れ
た
連
携
の
絆

が
、
犯
罪
か
ら
被
害
を
防
ぎ
安

全
と
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。　

　

防
犯
連
絡
所
の
み
な
さ
ん
、

地
域
社
会
に
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
ご
協
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

防犯連絡所 氏　　名

上 町 西 本 誠

中 　 町 熊 田 義 久

浅 　 井 澤 田 行 雄

　 米 山 根 政 彦

下 　 町 石 亀 稔

西 　 町 小 昌 弘

高 野 隣 保 館 德 田 信 子

諸 　 鹿 谷 口 政 利

岩 屋 堂 山 根 貞 郎

吉 　 川 岡 田 巽

小 　 船 田 中 憲 昌

勝 原 新 聞 舗 勝 原 琢 哉

若桜町内の
防犯連絡所の方々です

（敬称略）

7月5日の現地視察
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☎
お問い合わせ先
農業委員会事務局
（８２）２２３９
産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

第1回若桜町ソフトテニス大会  盛本ペア（西町）優勝！

　今年度初めて若桜町ソフトテニス大会を８月５日に若桜学園テニ
スコートで開催し、11チーム23人が熱戦を繰り広げました。試合結
果は右のとおりです。
　大会には、早朝テニス同好会、姉妹、夫婦、ソフトテニス部OG、
若桜学園ソフトテニス部など幅広い皆さんが参加されました。中で
も、早朝テニス同好会のシルバー世代の選手と若桜学園ソフトテニ

ス部の試合は、50歳以上
の年齢差がある対戦とな
りました。試合では選手
の皆さんは、笑顔を見せ
ながらも真剣にボールを
追いかける、はつらつと
したプレーがたくさん見
られました。炎天下の中、白熱した試合が繰り広げられました

優勝

　盛本　貴之 西町ペア
　盛本　恭子

準優勝     
　清水　麻衣 若桜学園ペア  
　大石　莉奈

３位	     
　小林　一寿　　ソフトテニス部 OG
　谷口　恵理子　教員ペア

　　　　　　　　　（敬称略）

若桜町野球大会  赤松 栄冠！！

　若桜町野球大会を８月13日と14日、中之島公園と若桜学
園を会場に開催し、炎天下の中で９チームが熱戦を繰り広
げました。
　13日は１、２回戦の５試合を行い、接戦の末ベスト４が
出そろい、14日には、準決勝、決勝の３試合を行いました。
　決勝戦は白熱した投手戦になり、試合終盤まで１点を争
う好ゲームでしたが、最終回の攻防で赤松の見事な逆転サ
ヨナラヒットにより優勝の栄冠を手にされました。

優勝した赤松チーム

〈決勝戦〉

チーム名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 計

須　澄 １ ０ １ ０ ０ ０ ２ ４

赤　松 ０ ０ ０ １ ０ ０ ４× ５

県民スポレク祭出場権獲得！

　第13回鳥取県民スポーツ・レクリエーション祭八頭郡予選大会に出場し、県大会に出場権を獲得した
団体、個人を紹介します。（敬称略）
　県大会での活躍が期待されます。
〈八頭郡予選会での成績〉

【成績】

優　勝：赤　松
準優勝：須　澄
第３位：西　町・農人町

種　目 部　門 団体・個人名 結果
バレーボール 小学生女子 若桜スポーツ少年団 優勝
ソフトボール 成年男子２部 若桜町ソフトボール部 優勝

水泳競技
小学生女子　４年生以下自由形
小学生男子　６年生　　平泳ぎ
中学生男子　３年生　　平泳ぎ

木下　珠里
田井　佑妃
森岡　　空

第２位
第３位
第２位

若桜学園  鳥取県中学校総合体育大会で大活躍！

　鳥取県中学校総合体育大会（主催　鳥取県中学校体育連盟）が７月21日、
22日に開催されました。陸上競技の部は、倉吉市営陸上競技場で行われ、
800ｍ走に出場した若桜学園９年生、岩村稔大さんが２分４秒21の好記録
で１位になりました。岩村さんは、鳥取県代表として、同じ種目で中国中
学校陸上競技選手権大会（山口県）にも出場されました。
　また、大栄中学校を会場に行われた同大会の女子バレーボールの部に出
場した若桜学園チームは、予選を勝ち抜き、決勝トーナメントに進出し見
事３位となりました。
　その他、若桜学園から、東部地区大会で優秀な成績を収めこの県大会に、
野球部、ソフトテニス部（女子団体）が出場しました。少人数の若桜学園
ですが、県大会で大活躍し、開校１年目から「若桜学園」の名前を県下に
広めてくれています。

県中総体800mで第１位に
なった岩村稔大さん

☎
お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先
農業委員会事務局☎農業委員会事務局☎農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局
（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９
産業観光課☎産業観光課☎産業観光課☎産業観光課☎産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課

ＩＰ９（８２）２２３８

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た
り
貸
し
借
り
を

す
る
場
合
は
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
許
可
が
無

け
れ
ば
効
力
が
生
じ
な
い
た
め
所
有
権
移
転
登
記

も
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
手
続
を
し
、
許
可
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
許
可
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。

☆
取
得
後
す
ぐ
に
耕
作
し
な
い
場
合

☆
他
人
に
転
貸
し
た
り
し
て
自
ら
が
耕
作
し
な
い

場
合

☆
農
地
取
得
後
の
農
業
経
営
面
積
が
一
定
規
模
に

達
し
な
い
場
合(

若
桜
町
の
場
合
20
ア
ー
ル)

　

各
許
認
可
等
の
申
請
の
締
め
切
り
は
毎
月
25
日

で
翌
月
の
10
日
前
後
に
開
催
さ
れ
る
委
員
会
で
審

議
し
ま
す
。

８
月
10
日
に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
非
農
地
証
明�

６
件

・
利
用
権
設
定�

11
件

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請�

２
件

農地の売買や
貸借には
許可が必要です



平成24年９月11 平成24年９月 10

「トランポ・ロビックス」で楽しく運動

　消費者問題出前講座を、若桜町地域福祉センタードリーミーで開催し、

わくわく教室に参加する高齢者が、大切なお金を守るための方法などにつ

いて学習しました。�

　出前講座では、寸劇などを行い、町社会福祉協議会の職員らがおもしろ

おかしく、悪質業者とのやり取りを演じ、参加者の笑いを誘うなど、楽し

い学習のひと時となりました。�

　若桜町では、毎週火曜日、午前９時から午後４時まで、地域福祉センター

ドリーミーで相談所を開設しています。専門知識を持った相談員が、消費

生活に関する困りごとや相談を受け付けています。また、希望があれば、

地域に出かけて行き出前講座も行いますので、お気軽にご相談ください。�

　お問い合わせ先等の詳細は１４頁『消費生活相談窓口だより』をご覧くだ

さい。�

7月17日  火 〉〉〉

因幡船岡駅から会場まで
行進する様子

　「第６２回社会を明るくする運動二町合同研究大会」が

八頭町船岡公民館を会場に若桜町と八頭町の合同で開催

されました。�

　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や非行の防

止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非

行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動で、今年で６２回目を迎えました。�

　当日は、八頭保護区保護司会をはじめ各種団体の皆様に多数ご参加いただき、因幡船岡駅前から八頭町船岡公民館までの広

報パレード、二町の中学生による意見発表、鳥取保護観察所長の砂川剛志氏によるご講演、広報ビデオの上映などを行いました。

　なお、この大会は町民の皆様からの「愛の協力募金」としていただいた賛助金をもとに開催いたしました。皆様のご協力

大変ありがとうございました。�

　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や非行の防

あいさつをする若桜町長

その甘い言葉は信用できますか？

「災害時相互応援協定」締結
若桜町・八頭町・兵庫県宍粟市
　兵庫県宍粟市役所にて災害時の応急対策等を円滑に遂行するた

め、若桜町、八頭町及び宍粟市の３市町で「災害時相互応援協定」

を締結しました。�

　３市町は、国道２９号沿線の活性化に取り組む「国道２９号周辺

兵庫・鳥取地域振興協議会」で観光振興などでも連携しており、今

回の協定は、集中豪雨などの災害時にも県境を超えて応援対策に

取り組むことを目的としています。�

　協定内容は、災害時の必要物資の提供、職員の派遣、収容施設の提供といった内容を盛り込ん

でおり、今後災害により被害が発生した際には、県境を越えて相互応援が期待されます。�

8月6日  月 〉〉〉

左から田路宍粟市長・平木八頭町長・小林町長

お金って大事だね
放課後児童クラブで金銭教育講座を開催

　放課後児童クラブで、お金について楽しく勉強する『金銭

教育講座』を開催しました。�

　お金のクイズやカレー作りゲーム、貯金箱作りなど、趣

向を凝らした内容で、参加した子どもたちは楽しく・わか

りやすくお金の大切さを学ぶことができました。�

8月8日・22日  水 〉〉〉

　「第６２回社会を明るくする運動二町合同研究大会」が

八頭町船岡公民館を会場に若桜町と八頭町の合同で開催

されました。�

　「社会を明るくする運動」は、全ての国民が、犯罪や非行の防

クイズで大盛り上がり

賢い消費者になって、お金を守ろう！
消費者問題出前講座を開催

7月25日  水 〉〉〉

　「野菊の会」では、「トランポ・ロビックス」で楽しく運動しました。�

　この会では、グランドゴルフや調理実習、薬剤師による講話など、毎月、

自主的に集いながら糖尿病の管理に努めています。�

　前住指導員に教えてもらいながら、「嵐を呼ぶ男」などの軽快な音楽に

乗って、トランポリンの上で足踏みするなど、リズムに乗って楽しく体を

動かし、参加者からは、「ストレス解消になった」「マイペースに自分の体

力にあわせて運動ができた」など盛り上がりました。�

　この会では、会員を募集しています。お問い合わせは、伊賀美恵子（８２

－１０２４）または、若桜町包括支援センター（８２－２２０９）まで。�

第６２回社会を明るくする運動
二町合同研究大会を開催しました

7月26日  木 〉〉〉

意見発表をする
若桜学園生徒

カレー作りゲーム

若桜町の自然を満喫
　武蔵野市家族自然体験交流事業

　東京都武蔵野市在住の家族２９組９０人を迎え、「武蔵野市

家族自然体験交流事業」が８月２５日から２７日まで３日間、県

内の６地区（岩美・河原・佐治・鹿野・若桜・八頭）で開催され

ました。前半２日間は岩美町の海岸地域での体験、後半３日間

は山間地域での体験が行われました。�

　若桜町には８月２５日（土）から２７日（月）まで２泊３日で３

家族１１名が来訪され、１日目はおもちゃ館見学、SL体験、夕

食作りなどを行い、吉川の寄来屋に宿泊、２日目は吉川YYCと野

菊の会の方々の協力により、そば打ち、ウインナーづくり、わ

ら細工、川遊びなどの体験を行ないました。参加者の皆さまは

「受け入れてくださった方々には大変感謝しています。若桜町の

自然は本当にすばらしいと思います。のんびり、ゆっくりと満

喫できました。」と大変喜んでおられました。若桜町の良いとこ

ろを十分に味わって帰っていただきました。�

8月25日～ 27日  土 ～ 月 〉〉〉

はじめてのウィンナーづくり

お世話になった
皆さんと一緒に

みんなで楽しく体を動かしました



　

７
月
22
日

（
日
）
に
若
桜

学
園
さ
く
ら

ホ
ー
ル
で
、

写
真
甲
子
園

な
ど
様
々
な

写
真
コ
ン
テ

ス
ト
で
の
受

賞
歴
を
誇
る

鳥
取
聾
学
校

写
真
部
を
創
部
か
ら
約
30
年
に
わ
た
っ
て
支
え
た
元

教
諭
の
高
田
啓
一
さ
ん
（
若
桜
町
大
野
出
身
）
を
お

迎
え
し
て
、
写
真
部
の
活
動
内
容
や
、
社
会
の
理
解

不
足
か
ら
く
る
偏
見
や
差
別
に
苦
し
み
な
が
ら
も
た

く
ま
し
く
生
き
る
教
え
子
た
ち
の
状
況
を
写
真
と
語

り
で
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　高田啓一写真展「あれから」を、若桜郷土
文化の里　たくみの館で９月12日まで開催し
ています。
　鳥取聾学校の生徒達のイキイキとした表情
が印象的です、みなさまのご来館をお待ちし
ています。

参加者の
みなさんからの
感想

※
「
障
が
い
者
欠
格
条
項
」

　

１
８
９
６
年
に
制
定
さ
れ
た
民
法
で
は
、「『
目
が
見

え
な
い
・
耳
が
聴
こ
え
な
い
・
口
が
き
け
な
い
』
人
は
、

正
常
な
判
断
能
力
が
不
十
分
な
為
、
資
格
・
免
許
は
与

え
な
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
当
事
者
の
欠
格
条
項
全
廃

運
動
等
に
よ
っ
て
、「
栄
養
士
免
許
・
調
理
師
免
許
・

製
菓
衛
生
師
免
許
・
検
察
審
査
員
・
医
師
、
歯
科
医
師

国
家
試
験
、
予
備
試
験
の
受
験
」
の
６
項
目
に
つ
い
て

は
１
９
９
９
年
に
全
廃
さ
れ
ま
し
た
。

高田啓一さん

スクリーンを使って伝えていただきました
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障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
進
出
を
長
く

阻
ん
で
き
た
「
障
が
い
者
欠
格
条
項
」。（
※
）

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
薬
剤
師
・
保
育
士
等
へ
の

道
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
先

の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
難
聴
の
人
に
は
届
か
な

か
っ
た
避
難
勧
告
放
送
や
避
難
所
に
お
け
る
障
が
い

者
へ
の
対
応
（
難
聴
の
人
に
は
聞
こ
え
な
い
館
内
放

送
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
見
え
な
い
お
知

ら
せ
の
張
り
紙
な
ど
）
な
ど
、
視
点
を
変
え
な
い
と

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
く
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。　

　
「
知
ら
な
い
こ
と
が
差
別
や
偏
見
を
生
む
」、「
誰
か

が
動
か
な
い
と
社
会
が
変
わ
ら
な
い
」
こ
と
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、「
春
よ
こ
い
」
か
ら
「
春
が
き

た
」
と
誰
も
が
思
う
社
会
に
と
言
わ
れ
た
高
田
さ
ん

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
深
く
心
に
受
け
と
め
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
つ
ち
か
う

確
か
な
学
習
・
実
践
を
す
す
め
よ
う
」

 

『
春
よ
こ
い
』
～
暮
ら
し
や
す
い
世
の
中
を
め
ざ
し
て
～

第
37
回
部
落
解
放
若
桜
町
研
究
集
会

お 知 ら せ

・写真を通して人を変えることができる、自分も変えることができると
思った。「○○を通して・・」の○○は、たくさんありますね。

・私の知らない世界の話（写真コンテスト・聴覚障がいについて）で、
とても面白く、興味深く聞きました、いい勉強の機会を与えていただ
きました。

�
・私が生活していく上で、母親（78 才）、おば（89 才・聴覚障がい者）
は切り離せないです、改めて災害時の行動を考えさせられた。

・「世間に自分達から発信しないといけない」という言葉に、私も自分の
考えや仕事を外に発信することで地域の中の理解が生まれると思った。

・参加した人が、聴いたことを他の人に伝えていくことが啓発の一歩か
もしれません。

�
・講師の選定は大変だと思いますが、本町出身の方のお話が聞けるって
いいですね。�

【お問い合わせ先】

　若桜町教育委員会　☎（82）2213

　　　　　　　ＩＰ☎９（82）2213
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夏
休
み
中
の
７
日
間
、

若
桜
町
在
住
の
学
習
支
援

員
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、

「
夏
休
み
学
習
支
援
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
30
名
の
子
ど
も
た
ち

が
若
桜
町
公
民
館
に
集
ま

り
朝
９
時
か
ら
１
時
間
30

分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち

寄
っ
た
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
学
習
支
援
員
の

方
々
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

困
っ
た
時
に
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
し
て
い
る

子
ど
も
か
ら
は
、「
今
日
は

勉
強
が
は
か
ど
っ
た
。
明
日

も
、
が
ん
ば
る
。」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、
や
る
気
に

　

右
の
グ
ラ
フ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
家
族

へ
の
あ
い
さ
つ
の
状
況
を
見
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
で
す
。
こ
こ
２
、３
年
大
き

な
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
、
家
庭

内
で
の
一
日
の
生
活
を
ふ
り
返
っ
て
家
族

で
状
況
を
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

朝
の
「
お
は
よ
う
」
か
ら
元
気
の
い
い
声

を
聞
く
と
、一
日
の
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
気
持

ち
よ
く
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
行
っ
て
き
ま
す
」「
た
だ
い
ま
」

「
お
や
す
み
」
も
、
聞
い
て
く
れ
る
人
に

対
し
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
声
で
言
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。
何
気
な
い
言
葉
の

や
り
と
り
、
あ
い
さ
つ
を
家
庭
内
で
交
わ

す
こ
と
が
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

が
ん
ば
っ
た

夏
休
み
学
習
支
援
教
室

が
ん
ば
っ
た

夏
休
み
学
習
支
援
教
室

『宝くじ助成金』で
視聴覚資機材を整備しました

Q1

Q2

A

　「お試しだから健康食品を飲んでみて」と業者から電話があったが、「結
構です」と断りました。数日後、見知らぬ業者から代金引換配達で商品が届
き、事情を知らない家族が代金を払って受け取ってしまいました。不要なの
で返品したいのですが。

　突然「注文を受けた健康食品を代金引換配達で送る」と業者から電話が
あった。「注文した覚えはない」と伝えると「確かに注文している。代金は２
万円。支払わないと訴える」と脅されました。翌日、健康食品が届き困って
います。

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

　ある日突然、自宅に注文もしていな
いのに書籍、雑誌、名簿などの商品が
届き、請求書に関する書類が入ってい
た・・・というのが送りつけ商法（ネガ
ティブオプション）です。代金引換郵
便で届いたりもします。

毎週火曜日 午前9時～午後4時IP☎9(71)0822 ☎(71)0822（※いずれも相談専用ダイヤルです）

電話相談

毎週火曜日 午前9時～午後4時地域福祉センター ドリーミー 2階

面談相談

役場町民福祉課
IP☎9(82)2232 
☎(82)2232・2233 

出前講座申し込み先

健康食品送り付け商法に注意！健康食品送り付け商法に注意！

　断ったにもかかわらず、商品が届いた。注文していない商品を購入させ
られたという相談が八頭町内で寄せられています。消費者が承諾してい
ないにもかかわらず、一方的に商品を送りつけられた場合、代金を支払う
義務はなく、受け取る必要もありません。代金引換配達で荷物が届いた場
合、安易に代金を支払ったりせず、必ず家族に確認し、注文していない場
合には、受け取りを拒否して下さい。困った時は、消費生活相談窓口にご
相談下さい。（消費生活相談員）

平成24年９月 14

　（財）自治総合センターが全国自治宝くじの普及広報事
業費を財源として実施しているコミュニティ助成事業を
活用し、視聴覚資機材（パソコン、プロジェクター、ス
クリーン）を購入しました。
　この資機材を活用して家庭における初期消火活動、救
出救護活動及び防火思想の高揚など啓発し、今後の迅速
な消火活動につながることが期待されます。

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

快
く
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
時
間
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
学
習
支
援

員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

公民館で学習に取り組む子どもたち

　

平
成
24
年
10
月
１
日
（
月
）
か
ら
鳥

取
県
東
部
地
域（
１
市
４
町
）の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
別
表
参
照
）
を
中
心
に
、

レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
が
な
く
な
り
ま
す
。

お
買
い
物
を
さ
れ
る
時
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
す
る
な
ど
、
限
り
あ
る
資
源
を

大
切
に
し
、
環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

事業者名 店舗数
イオン ３
エスマート ８
サンマート ９
ラ・ムー １
天満屋ハピーマート １
トスク １２
マルイ ３
マルワ渡辺水産 ４
湖山ストア ３

〈レジ袋が有料になる事業所〉

レ
ジ
袋
が

10
月
か
ら

有
料
に
な
り
ま
す
！

 

～
環
境
に
や
さ
し
い

マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
を
～
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（１日目） ◆
若
桜
・
岩
美
・
郡
家
・
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

真
夏
の
太
陽
と
サ
ラ
サ
ラ
の
砂
浜
、
子
ど
も
の
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
ポ

イ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
の
び
の
び
と
遊
び
な
が
ら
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。

「
地
域
交
流
事
業
」
（
７
月
28
日
～
29
日
）

３世代交流・そうめん流し

　♪暑い夏にはひんやりそうめん♪
８月10日（金）とっても、楽しい交流会となりました。

今月の言葉　くらしましょう　みんななかよく　この町で

（２日目）
山陰海岸学習館

♪９月の予定♪

・グラスアート・・７日

・書道教室　・・２０日

・健康づくり・・２５日

・読み聞かせ・・２８日

砂の美術館 慰霊碑にお参り

夕食「バーベキュー」 荒金鉱山の坑道体験

スタディーツアー　
　8月４日（土）、岡山県「長島愛生園」に22名
が研修にいってきました。
　国が、強制隔離して、人間として享受すべ
き人権を根こそぎ奪われてきた人権侵害の
歴史を学んできました。

ブラック・シアター

納骨堂（3,532 人分）

「とっても長～い巻き寿司に挑戦」

町
長

　
小
林  

昌
司

「
鳥
取
県
フ
ァ
ン
の
集
い
in
関
西
」

平
林
観
光
大
使
も
出
席

　

８
月
25
日（
土
）大
阪
の
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
恒
例
の「
鳥
取
県

フ
ァ
ン
の
集
いin

関
西
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の「
鳥
取
県
フ
ァ
ン
の
集

い
」は
、
関
西
地
域
在
住
の
鳥
取
県
出

身
者
及
び
勤
務
経
験
者
な
ど
、
鳥
取

県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
相
互
の
交

流
を
深
め
る
も
の
で
あ
り
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

関
西
の
経
済
界
の
方
々
も
ご
出
席

い
た
だ
き
、
約
２
５
０
名
の
方
が
親

交
を
深
め
る
と
同
時
に
、
県
や
市
町

村
の
宣
伝
も
行
い
ま
し
た
。

　

若
桜
町
か
ら
は
、
毎
年
５
～
６
名

の
出
身
者
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
は
若
桜
町
の
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
で
あ
る
平
林
都
さ
ん（
エ
レ
ガ
ン
ト

マ
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
学
院
長
）も
多
忙
の

中
、
か
け
つ
け
て
き
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

平
林
都
さ
ん
は
、
今
全
国
で
注
目

さ
れ
て
い
る
方
で
、
鳥
取
県
関
西
本

部
が
特
別
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

観
光
客
が
来
て
お
り
ま
し
た
が
、年
々

減
少
し
て
き
て
お
り
ま
す
し
、
昨
年

の
東
日
本
大
震
災
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
減
少
が
著
し
く
、
特
に
一

般
の
観
光
客
が
大
き
く
減
少
し
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
５
年
に
着
手
し
た
国
道

４
８
２
号
の
渕
見
・
茗
荷
谷
間
の
バ

イ
パ
ス
工
事
も
約
83
億
円
の
巨
費
を

投
入
し
て
、
よ
う
や
く
今
秋
の
11
月

に
供
用
開
始
の
見
通
し
が
つ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
茗
荷
谷
・

米
間
１
・
４

㎞
の
バ
イ
パ
ス（
ト
ン
ネ
ル
１
・
２
㎞
）

も
す
で
に
事
業
着
手
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
兵
庫
県
側
の
県
境
か
ら

秋
岡
ま
で
６
・
５
㎞
は
落
石
の
危
険
性

も
あ
り
、
現
在
通
行
止
め
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
年
３
月
29
日「
氷
太
く
ん
」で
開

催
さ
れ
た
鳥
取
・
兵
庫
の
両
県
知
事

会
議
で
は
、
兵
庫
県
の
井
戸
知
事
が

開
通
目
標
年
度
の
２
０
１
８
年
か
ら

前
倒
し
を
し
て
改
修
す
る
と
い
う
お

話
し
も
い
た
だ
き
、
香
美
町
・
若
桜

町
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
と
し
て
も
、
東
部
で
は「
鳥

取
砂
丘
」「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」

「
接
遇
道
」の
神
様
で
あ
り
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、
平
林
都
さ
ん
が
お
ら

れ
る
だ
け
で
若
桜
町
の
大
き
な
宣
伝
に

な
り
ま
し
た
し
、
平
井
知
事
も
鳥
取
県

を
大
き
く
宣
伝
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
23
日（
木
）の
日
本

海
テ
レ
ビ
21
時
か
ら
の「
ケ
ン
ミ
ン

シ
ョ
ー
」の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
に
出
演

し
て
、
若
桜
町
の
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
と
し
て
、
名
刺
も
出
し
て
ア
ピ
ー

ル
も
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
鳥

取
県
の
名
産
も
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　

本
当
に
平
林
さ
ん
に
は
、
全
国
い
た

る
と
こ
ろ
で
鳥
取
県
若
桜
町
を
宣
伝

し
て
く
だ
さ
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

氷
ノ
山
一
帯
の
地
域
経
営
の

あ
り
方
検
討「
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
」が
発
足

　

わ
か
さ
氷
ノ
山
ふ
れ
あ
い
の
里
の

「
響
き
の
森
」「
高
原
の
宿
氷
太
く
ん
」

も
建
設
し
て
か
ら
13
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
に
は
多
数
の

「
氷
ノ
山
」こ
の
三
つ
が
鳥
取
県
東
部

の
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ

け
て
お
り
ま
す
。
実
は
、
氷
ノ
山
登

山
を
す
る
と
、
頂
上
に
は
兵
庫
県
側

か
ら
多
く
の
登
山
者
が
来
て
お
り
ま

す
。
７
月
に
は
韓
国
の
マ
ウ
ン
テ
ン
・

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ（
韓
国
３
５
０
万
世

帯
加
入
）が
氷
ノ
山
等
鳥
取
県
の
山
の

取
材
に
来
町
し
、
頂
上
ま
で
登
っ
て

取
材
さ
れ
ま
し
た
。
頂
上
ま
で
緑
に

覆
わ
れ
て
お
り「
素
晴
ら
し
い
。
韓
国

の
人
が
好
か
れ
る
山
だ
。」と
絶
賛
さ

れ
ま
し
た
。
韓
国
で
の
放
映
に
期
待
し

て
下
さ
い
と
の
話
し
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
は
氷
ノ
山
に
来

て
も
遊
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
、
楽
し
む

と
こ
ろ
が
な
い
、
体
験
す
る
と
こ
ろ

が
な
い
、
そ
ん
な
話
し
も
よ
く
聞
き

ま
す
し
、
氷
ノ
山
ス
キ
ー
場
に
コ
ス

モ
ス
等
を
植
え
て
花
一
杯
に
し
て
は
、

山
桜
を
植
栽
し
て
５
月
の
連
休
に
は

花
見
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
、
棚

田
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
、
も
う
少

し
キ
ャ
ン
プ
場
を
改
修
し
て
は
、「
氷

太
く
ん
と
響
き
の
森
」が
一
体
化
し
た

施
設
に
し
て
は
ど
う
か
、
響
き
の
森

の
思
い
切
っ
た
改
修
と
運
営
が
望
ま

れ
る
等
の
声
も
あ
り
ま
す
。

　

来
年
３
月
に
は
、
鳥
取
自
動
車
道

も
全
線
開
通
、
ま
た
河
原
イ
ン
タ
ー

線
も
開
通
、
渕
見
～
茗
荷
谷
バ
イ
パ

ス
も
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。
少
し

ず
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
条
件
は
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

８
月
２
日（
木
）に
発
足
し
た「
氷
ノ

山
一
帯
の
地
域
経
営
の
あ
り
方
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」の
皆
さ
ん

に
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
し
、
年
内

に
も
官
民
で
目
指
す
べ
き
観
光
誘
客

の
方
向
性
が
ま
と
ま
る
と
思
い
ま
す
。

ふるさとを大合唱する平林さん

 

高
野
２
号
線
改
良
工
事
が
終
了

　

以
前
か
ら
、
高
野
２
号
線（
国
道
か

ら
上
高
野
）に
つ
い
て
は
、
鉄
道
の
踏

切
改
良
も
あ
り
、
運
輸
局
の
承
認
も

む
ず
か
し
い
こ
と
や
、
相
当
の
事
業

費
を
要
す
る
の
で
、
踏
切
か
ら
国
道

ま
で
長
年
未
改
良
の
ま
ま
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
冬
期
間
の
除
雪
に
も
苦

慮
し
て
お
り
ま
す
し
、
夜
間
に
は
自

動
車
の
通
行
に
支
障
も
あ
り
、
交
通

安
全
上
も
危
険
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
早
期
の
改
良
が

望
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
皆
さ
ん
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら

全
力
を
あ
げ
て
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
途
中
、
運
輸
局
の
承
認

や
若
桜
鉄
道
の
踏
切
工
事
、
電
路
の

工
事
等
に
相
当
の
期
間
を
要
し
ま
し

た
が
、用
地
関
係
者
、若
桜
鉄
道（
株
）、

国
土
交
通
省
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
こ
の
ほ
ど
無
事

完
成
し
ま
し
た
。

　

念
願
で
あ
り
ま
し
た
改
良
工
事
も

終
了
し
、
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。改良工事された上高野２号線

大谷海岸

平成24年９月17

氷ノ山「響きの森」

「とれるかなあ」
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わ
か
さ

温
水
プ
ー
ル

だ
よ
り

毎
週
水
、
木
、
土
、
日
曜
日

毎
週
月
、
金
曜
日
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）
毎
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曜
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（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
水
曜
日
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。）

（
営
業
日
）

◎
小
学
生
水
泳
教
室

カ
エ
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コ
ー
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１
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）
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イ
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シ
ャ
チ
コ
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30

６
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木
）

時
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ク
ジ
ラ
コ
ー
ス

１
日（
土
）

時

分
～

時

分
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30

６
日（
木
）

時

分
～

時

分

17

40
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30

９
月
の
予
定

新 着 図 書 2012．7．31まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

浜田 久美子・スウェーデン森と暮らす畠中 恵・ひなこまち

山際 淳司・スローカーブを、もう一球中村 文則・迷宮

今井 啓子・オヤノタメ商品ヒットの法則高杉 良・エリートの転身

トレヴァー ノートン・世にも奇妙な人体実験の歴史樋口 毅宏・二十五の瞳

桐山 秀樹・おやじダイエット部の奇跡小池 真理子・二重生活

カールジンマー・進化瀬尾 まいこ・僕らのご飯は明日で待ってる

姜 尚中・続・悩む力角田 光代・月と雷

中村 彰彦・乱世の名将治世の名臣大門 剛明・氷の秒針

≪ヤングアダルト≫高殿 円・トッカン

松尾 清貴・偏差値70の野球部 １～４はらだ みずき・サッカーの神様をさがして

畑野 智美・夏のバスプール西村 京太郎・みちのく殺意の旅

≪児童書≫海堂 尊・ケルベロスの肖像

新開 孝・じゅえきレストラン川端 裕人・雲の王

後路 好章・25の小さなおはなし池井戸 潤・ロスジェネの逆襲

渡部 潤一・星と星座鹿島田 真希・冥土めぐり

沢木 耕太郎・月の少年日本新聞協会・心がぽかぽかするニュース 2011

小林 深雪・大好きがやってくる酒井 順子・もう、忘れたの？

≪絵本≫加島 祥造・受いれる

なかの ひろみ・だっこ村上 春樹・サラダ好きのライオン ３

高谷 まちこ・でるでるでるぞマーギープロイス・ジョン万次郎 海を渡ったサムライ魂

どい かや・パンやのコナコナ町田 康・餓鬼道巡行

ロナルド トルマン・ツリーハウス瀬戸内 寂聴・烈しい生と美しい死を

≪郷土≫城山 三郎・よみがえる力は、どこに

野崎 一刻・ふる里に思いがけない歴史あり日本文藝家協会・ベスト・エッセイ 2012

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

入館回数500回到達

下町の盛田陽之介さんが７月1６日に入

館回数500回に到達されました。感謝状

と記念品（温水プール回数券10回券）を

お贈りしました。

盛田さんのコメント

｢近くにあり、年中利用できて

大変有り難く思っております。

次は1000回をめざし更なる

健康もめざして通います。｣

水替えのため、休館します

今年も年一回の水替えを行います。
皆さまには大変ご迷惑をおかけ致しま
すが、ご理解をお願い致します。

水替えは下記の期間で行います

９月９日(日)～９月30日(日)

１０月１日より営業致します

1



平成24年９月21 平成24年９月 20

郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川　

柳　

（
さ
く
ら
吟
社
）

目
薬
を
注
す
た
び
自
然
口
が
開
く　
　

　

 

植
田
み
の
る

国
民
の
為
と
は
言
う
が
い
い
か
げ
ん　

　

 

車
井　

信
恵

無
職
で
も
つ
い
て
く
る
の
は
消
費
税　

　

 

門
村　

千
代

い
い
か
げ
ん
起
き
て
女
房
よ
飯
作
れ　

　

 

蔵
本　

悦
子

ま
た
新
党
い
い
か
げ
ん
に
し
て
欲
し
い

　

 

中
田　

房
江

く
た
び
れ
て
今
夜
の
メ
ニ
ュ
ー
い
い
か

げ
ん 

茗
荷　

き
み

離
婚
届
ピ
リ
ピ
リ
裂
い
て
元
の
さ
や　

　

 

盛
田　

夢
路

答
え
一
つ
で
人
生
変
え
る
時
も
あ
る　

　

 

石
岡
せ
つ
子

健
康
に
自
転
車
や
め
て
歩
い
て
る　
　

　

 

西
谷　

幸
子

い
い
か
げ
ん
禁
煙
し
ろ
よ
死
に
た
い
か

　

 

谷
口　

史
子

七
夕
へ
願
い
多
す
ぎ
枝
た
わ
む　
　
　

　

 

永
原　

昌
鼓

朝
霧
が
龍
の
如
く
に
立
ち
昇
る　
　
　

　

 

土
岐　

昌
子

あ
あ
無
常
月
日
は
流
れ
夢
と
消
え　
　

　

 

藤
原
美
智
恵

紫
陽
花
の
ひ
と
き
わ
目
立
つ
七
変
化　

　

 

川
上　
　

巧

議
員
さ
ん
嘘
つ
き
豆
腐
嫌
で
す
か　
　

　

 

山
本　

欣
和

茄
子
き
ゅ
う
り
鹿
に
食
わ
れ
て
貰
い
食

い 

盛
田　

康
秋

お
茶
代
わ
り
で
す
と
嬉
し
い
泡
が
出
る

　

 
中
島　

寿
道

初
盆
の
多
い
今
年
は
金
が
出
る　
　
　

　

 
竹
口　

清
信

高
級
と
貼
っ
て
あ
る
の
に
美
味
く
な
い

　

 

藤
原　

鬼
桜

俳　

句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

子
ら
の
声
村
に
増
え
け
り
夏
休

 

西
尾　

青
雨

炎
天
下
最
後
の
一
打
届
か
ざ
り

 

山
根　

里
江

葉
の
陰
に
見
落
す
胡
瓜
の
あ
ち
こ
ち
に

 

坂
口　

仲
子

貰
い
来
し
甘
酒
沁
み
る
独
り
か
な

 

谷
口　

裕
子

浴
衣
着
て
噪
ぐ
子
ど
も
ら
駅
広
場

 

中
村　

節
枝

俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

蛍
光
の
流
れ
て
風
の
生
ま
れ
け
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　第２回ナティキッズクラブは、７月28日（土）・
29日（日）にＮＰＯ法人　氷ノ山ネイチャークラ
ブ主催の「親と子の森林体験塾」に参加しました。
　若桜町からは13名（保護者２名、児童11名）が
参加し、鳥取市・八頭町の子どもたちと一緒に様々
な森林体験を通して自然の魅力を発見し、森林の
大切さを学びました。

氷ノ山で自然を満喫！
～第２回ナティキッズクラブ～
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「絶対のぼるぞ！」

　７月19日（木）に交通安全教育車「こ
とぶき号」による体験型交通安全教室を
行いました。
　今回は、飛び出してくるものに素早く
反応できるかを検査する運転操作検査と、
もぐらたたきの要領で楽しくチェックす
る運転・歩行能力診断を体験し自分の弱
点を診断しました。
　その後、郡家警察署　堀川交通課長と
シルバー・セイフティ・インストラクター
の海村信一郎さんの講演を聴きました。
交通課長からはシートベルトをすること
が命を守る上で大切であること、海村さ
んからは、高齢者の交通事故防止や自転
車の安全利用などについて聴きました。

　その中で、受講生全員が参加して、ク
イズ方式で交通安全についての理解度を
確認しましたが、間違った認識をされて
いる受講生が数多くおられました。今回
の講演が交通事故防止に役立てればいい
ですね。

竹の食器づくりに悪戦苦闘

交通安全教室で「ことぶき号」を体験
　　～第4回若桜氷ノ山寿大学～

「ことぶき号」を体験する受講生のみなさん

第２回池田分館寿大学

交通安全について熱心に講演していただきました

　８月22日（水）午後、池田分館寿大学を開催し
ました。
　２回目の今回は、シルバー・セイフティ・イン
ストラクターの海村信一郎さんと岩屋堂駐在所の
入江広之巡査部長のお二人を講師に迎え、『交通安
全』についての講演を聴きました。
　歩行者の立場で道路の横断、自転車の安全ルー
ル、自転車に乗っていて交通事故に遭った時どう
する？、また反射材の効果、夜間、特に黒っぽい
服装をしているとドライバーに見落とされやすく、
道路横断中などに車に撥ねられる危険がある。反
射材を身につけていると、車のライトを反射して

よく目立ち、ドライバーに自分の存在をアピール
できる等、映像を見ながら学習しました。
　日頃見落としがちなポイントを詳しく、ジョー
クを交えての講演に会場は終始楽しい雰囲気に包
まれていました。
　参加者全員が、事故に遭わないよう事故を起こ
さないよう再確認し第２回寿大学を終了しました。

皆様もご一緒にいかがでしょうか

　のこぎり、ナタを手に悪戦苦闘しながらの食器
づくり、最後まで諦めないで頑張った木登り・間
伐・枝打ち体験、自然観察をしながら登った展望
台からの美しい景色、友達とのテント泊など、何
れの体験も子どもたちにとってかけがえのないも
のとなりました。
　決して楽しい体験ばかりではなく「疲れた、休
みたい」といいながらも最後までやり遂げた子ど
もたちのたくましさを感じた２日間でした。


